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■「強制収容所（Konzentrationslager：コンツェントラツィオーンス・ラーガー）」という単語について 

 
■1942年 1 月 20 日のヴァンゼー会議に至るまでのナチ・ドイツ史 
33年 1月 ヒトラー政権成立 
35年 3月 ドイツ再軍備宣言→ヴェルサイユ条約の破棄 
35年 9月 ニュルンベルク法（ドイツ人の血と名誉を守るための法律） 
36年 3月 非武装地帯のラインラントへの進駐 
38年 3月 オーストリア合邦 
38年 9月 ミュンヒェン会ファン→チェコスロヴァキア解体 
38年 11月 「11月ポグロム（帝国水晶の夜）」：ユダヤの人びとへの民衆迫害 
39年 9月 ポーランド侵攻（第二次世界大戦の勃発） ※同時にソ連もポーランド侵攻 
41年 6月 ドイツ、ソ連に侵攻（独ソ戦） 
41年 9月 バビ・ヤールの虐殺（キーウ近郊） 
41年 10月頃 アウシュヴィッツ・ビルケナウ強制収容の稼働（第二収容所） 
41年 12月 日本の対英米攻撃：マレーと真珠湾攻撃 
42年 1月 ヴァンゼー会議 
42年 3月～5月 ラインハルト作戦 
42年 4月～5月 ワルシャワ・ゲットーの蜂起 
42年 6月～43年 2月 スターリングラード攻防戦→ドイツ軍の敗北 
45年 5月 ナチ・ドイツの降伏 

 
■ホロコーストの 4つの要因 
①ユダヤの人々への歴史的差別（B.C.13C～近代） 
②ユダヤの人々への科学的差別（19C～） 
③独裁・全体主義の快楽と差別の広汎化・法制化（1919～1945） 
④戦争（第二次世界大戦）の展開（1939～1945） 

 
 
 
 

 
1 東京女子大学・歴史文化専攻、アウクスブルク大学客員研究員。 
E-Mail: yanagihara0701@gmail.com  

mailto:yanagihara0701@gmail.com


■強制収容所の 3 つの段階 
A：労働を通じた矯正（1933年～） 

例：南ドイツ・ダッハウ収容所の設立 
B：労働を通じた絶滅（1938年頃～） 

例：オーストリア・マウトハウゼン収容所での強制労働 
C：絶滅を目的とした大量殺害（1941年頃～） 
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